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「食の安全安心の確保に関する基本的な計画（第 4 期）」に基づく 

令和 6 年度施策の実施状況（案）に係る評価について 
 
 

1 評価対象 

 
 資料 3【「食の安全安心の確保に関する基本的な計画（第 4 期）」（以下、基本計画）に基づ

く令和 6 年度施策の実施状況（案）】における小分類 18 区分（2 ページ参照） 
※資料 3 の 41 ページからが実績数値の総括表となっていますので併せて参考にしてください。 

※資料 4 は資料 3 の概要版 

 

 

2 評価の方法 

 
 （１）各委員による個別評価 

 令和 6 年度施策の実施状況の達成度を小分類ごとに 3 段階評価 

 

達成度 

Ａ：達成している Ｂ：概ね達成している Ｃ：達成していない 

 

評価視点（※どこに重点を置いて評価するかは、各委員の判断） 

進捗状況 ：どのくらい進んでいるか 

連携状況 ：関係各課と連携し進めているか 

協働状況 ：生産者・事業者、消費者と協働し施策を進めているか 

 
 

 御意見や御提言がある場合は施策ごとに記入 

※担当課が中心となり、今年度及び次年度以降の事業計画等の参考とします。 

 
 

 （２）会長による総評（みやぎ食の安全安心推進会議としての評価） 

 委員の個別評価及び意見・提言を踏まえ、会長が総評案を作成 

 
 

3 今後のスケジュール【予定】 
 

6月 13日（金）  各委員による個別評価締切 

6月下旬～  会長による総評とりまとめ 

8月 1日（金）  第 2回みやぎ食の安全安心推進会議で総評案審議 

8月下旬   宮城県食の安全安心対策本部会議（予定） 

9月中旬   議会報告 

10月下旬  公表  

資料 5 
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食の安全安心の確保に関する基本的な計画（第 4期） 

施策体系 小分類 18区分（①から⑱） 
 
 

Ⅰ 安全で安心できる食品の供給の確保･･･････････【 安全 】に関する施策 
 

１ 生産及び供給体制の確立 

（１）生産者の取組への支援     ① 施策１から施策４ 

（２）農林水産物生産環境づくり支援    ② 施策５から施策８ 

（３）事業者の取組への支援     ③ 施策９から施策１０ 

 

２ 監視指導及び検査の徹底 

（１）生産段階における安全性の確保    ④ 施策１１から施策１４ 

（２）流通・販売段階における安全性の確保   ⑤ 施策１５から施策１８ 

（３）食品表示の適正化の推進     ⑥ 施策１９から施策２１ 

（４）食品の放射性物質検査の継続    ⑦ 施策２２から施策２３ 

 
 

Ⅱ 食の安全安心に係る信頼関係の確立･･････････【 安心 】に関する施策 
 

１ 情報共有及び相互理解の促進 

（１）情報の収集、分析及び公開    ⑧ 施策２４から施策２５ 

（２）生産者・事業者及び消費者との相互理解の推進  ⑨ 施策２６から施策２８ 

（３）放射性物質に関する情報の共有と相互理解の促進  ⑩ 施策２９から施策３１ 

 

２ 県民参加 

（１）県民総参加運動の展開     ⑪ 施策３２から施策３４ 

（２）県民の意見の食の安全安心の確保に関する施策への反映 ⑫ 施策３５から施策３６ 

 
 

Ⅲ 食の安全安心を支える体制の整備･････････････【 協働 】に関する施策 
 

１ 体制整備及び関係機関等との連携強化 

（１）食の安全安心対策本部による危機管理及び総合的な対策の推進 ⑬ 施策３７ 

（２）みやぎ食の危機管理基本マニュアル等による迅速な対応  ⑭ 施策３８ 

（３）食の安全に関する調査・研究の充実    ⑮ 施策３９ 

（４）食品の放射性物質に係る調査・研究の充実   ⑯ 施策４０ 

（５）国、都道府県、市町村、関係団体との連携   ⑰ 施策４１ 

 

２ みやぎ食の安全安心推進会議の設置    ⑱ 施策４２ 
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氏名：          

令和 6年度施策の実施状況（案）に係る評価表（記入例） 

達成度 A：達成している B：概ね達成している C：達成していない 

Ⅰ 安全で安心できる食品の供給の確保 

１ 生産及び供給体制の確立 

（１）生産者の取組への支援 施策 ページ 達成度 

イ 環境にやさしい持続可能な農業の推進 1 4 

A 
ロ 農業生産工程管理（ＧＡＰ）の普及拡大 2 5 

ハ 農薬の適正使用の推進 3 6 

ニ 牛のトレーサビリティシステムの推進 4 6 

●意見・提言 

 

 

施策１：〇〇〇は、●●●のため評価できる。 

施策４：□□□は、■■■であることから、今後も継続するべきである。 

 

（２）農林水産物生産環境づくり支援 施策 ページ 達成度 

イ 土壌環境適正化の推進 5 7 

A 
ロ 家畜伝染病の発生予防の徹底 6 7 

ハ 貝毒検査及び生かきのノロウイルス対策の推進 7 8 

ニ 特用林産物の生産再開への支援 8 9 

●意見・提言 

 

施策６：〇〇〇は、●●●のため評価できる。 

施策８：□□□は、■■■であることから、今後も継続するべきである。 

 

意見・提言の記入枠が小さい場合は、自由に高さを変えていただいて構いません。 

 
 

提出締切：6月 13日（金） 

ABCで評価

してください 

なるべく該当する施策番号

を記入してください 

意見・提言がある施策についてのみご記入ください。 
施策全てに意見・提言を記入する必要はありません。 

小分類ごとに評価をしていただきます 

ABCで評価

してください 

意見・提言がある施策についてのみご記入ください。 
施策全てに意見・提言を記入する必要はありません。 
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施策の実施状況等  

施策の成果  

資料３：「食の安全安心の確保に関する基本的な計画 (第４期 )」に

基づく令和 6 年度施策の実施状況（案）  4 ページ抜粋  

資料３：「食の安全安心の確保に関する基本的な計画 (第４期 )」に

基づく令和 6 年度施策の実施状況（案）  6 ページ抜粋  


